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2004年11月26日

株式会社ケイズワーク　菊地史彦

エンタプライズコンテンツの生成と運用
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ターゲット

時間

到達度

VISION

現状

ギャップ
変革のシナリオ

制約条件・阻害要因

企業活動とはビジョンに向けて設定されたターゲットへの絶えざる変革運動

企業活動は変革のプロセス
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事業計画Ａ事業計画Ａ

VISION
（企業理念）

VISION
（企業理念）

ゴールゴール

全社戦略全社戦略

事業戦略Ｃ事業戦略Ｃ事業戦略Ｂ事業戦略Ｂ事業戦略Ａ事業戦略Ａ

ゴールイメージゴールイメージ変革メッセージ変革メッセージ

事業計画Ｂ事業計画Ｂ 事業計画Ｃ事業計画Ｃ

しかし、策定された戦略は果たして「管理と統制」によって遂行されるのか？

戦略実行プロセス
（コマンド＆コントロール）

× ×

「変革のシナリオ」はトップダウンの戦略だった
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戦略メッセージは洗練されたコマンド＆コントロールの手段である

事業計画Ａ事業計画Ａ

VISION
（企業理念）

VISION
（企業理念）

ゴールゴール

全社戦略全社戦略

事業戦略Ｃ事業戦略Ｃ事業戦略Ｂ事業戦略Ｂ事業戦略Ａ事業戦略Ａ

ゴールイメージゴールイメージ変革メッセージ変革メッセージ

事業計画Ｂ事業計画Ｂ 事業計画Ｃ事業計画Ｃ

戦略メッセージ

行動指針行動指針 戦略目標戦略目標 評価指標評価指標

戦略メッセージの役割
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プロダクツの提供を
中心とする戦略実行

プロダクツの提供を
中心とする戦略実行

ナレッジの創出を
中心とする戦略実行

ナレッジの創出を
中心とする戦略実行

管理・統制型コミュニケーション 自律創発型コミュニケーション

擬似ピラミッド型組織擬似ピラミッド型組織 横断的な自立型組織横断的な自立型組織

ソリューションなどの知識サービスビジネスには管理・統制モデルは不向き

「戦略実行」の意味
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戦略策定プロセス戦略策定プロセス

戦略実行＝創発プロセス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・プ
ロ
セ
ス

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・プ
ロ
セ
ス

KnowSympathy

Aware Share

Action

理解と共感による自立がなけれが戦略は実行＝創発されない

理解と共感

新しいテーマは「戦略創発」
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KnowSympathy

Aware Share

Action

理解と共感
（コンテンツの生成）

共有の「筋」
Order

共有の「型」
Style

共有の「場」
Context

理解と共感のサイクルを上手に回すには共有の「筋」と「型」と「場」が必要

ビジョン／戦略／戦略メッセージ

リアルな場／バーチャルな場協議・決議・伝達の仕方

理解／共感を可視化する共有環境
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公の言説組織の記憶

個の発話 場の記録

KnowSympathy

Aware Share

共同化

表出化

結合化

内面化

コンテンツは個から発して場と組織の中でかたちを変えながら生成する

討議や合意

表現や記述

編纂や編集

検索や引用

人そのもの
語りや会話

メモや議事録

ドキュメントアーカイブ

コンテンツのライフサイクル
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記事・評判ブランド

商品経験 クチコミ

KnowSympathy

Aware Share

共同化

表出化

結合化

内面化

ブランドコンテンツは広告ではなく、顧客の理解／共感を促す「経験知」の共有

ブランディングで起きていること
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編纂
編集

配信
配置

企画
設計

蓄積
統合

調達
収集

承認
調整

Command & Control

コマンド＆コントロール型のプロセスだけではコンテンツは「生成」しない

コンテンツマネジメントの既存フレーム
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Contents　Management

マルチポイントの運用マルチポイントの運用ライフサイクルの運用ライフサイクルの運用 モチベーションの運用モチベーションの運用

共有の「筋」
Order

共有の「筋」
Order

共有の「型」
Style

共有の「型」
Style

共有の「場」
Context

共有の「場」
Context

コンテンツを可視化する条件

エンタプライズコンテンツではアウトプットではなく、プロセスのマネジメントが重要

プロセスマネジメントの条件

創発性 生産性

コンテンツマネジメントとは？
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CompanyCompanySocietySociety CustomerCustomer PartnerPartner

Enterprise
Chain

Industry 
Chain

Customer
Chain

Social 
Chain

EmployeeEmployee

Knowledge Chain Management

From “Learning Organization” To “Publishing Organization”

Publishing 

Publishing
Publishing Point

ナレッジチェーンとしての企業
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